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人
類
学
研
究
所
の
歴
史
と
評
価

渡
邉
　
学

は
じ
め
に

南
山
大
学
人
類
学
研
究
所
は
、
南
山
大
学
創
立
の
半
年
後
、
一
九
四
九
年
九
月
一
日
に
人
類
学
民
族
学
研
究
所
と
し
て
設
立
さ
れ
、

大
学
の
歴
史
と
と
も
に
あ
っ
た
。
そ
の
歴
史
を
ひ
も
と
い
て
み
る
と
、
け
っ
し
て
平
坦
な
道
の
り
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
神
言
修
道
会
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
研
究
活
動
や
中
国
で
の
教
育
活
動
と
不
可
分
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

私
は
本
論
に
お
い
て
史
料
室
の
手
書
き
資
料
を
は
じ
め
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
駆
使
し
て
そ
の
歴
史
に
光
を
当
て
る
と
と
も
に

そ
の
評
価
を
試
み
て
み
た
い

(

1)

。

一
　
人
類
学
研
究
所
設
立
の
歴
史
的
文
脈

現
在
の
人
類
学
研
究
所
は
、
一
九
七
九
年
四
月
一
日
の
改
組
の
も
と
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
研
究
所
に
は
そ
れ

以
前
に
三
十
年
弱
の
歴
史
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
成
立
か
ら
振
り
返
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る

(

2)

。（
以
下
に
お
い
て
敬
称
は
略
さ
せ
て
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い
た
だ
く
）。

神
言
修
道
会
は
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ミ
ッ
トW

ilhelm
S

chm
idt

（
一
八
六
八
―
一
九
五
四
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
数
の
優

秀
な
人
類
学
者
を
輩
出
し
た
修
道
会
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
人
類
学
者
、
民
族
学
者
、
言
語
学

者
で
あ
り
、
大
著
『
神
観
念
の
起
源

(

3)

』（
一
九
一
二
―
一
九
五
五
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
、
単
系
的
な
進
化
論
を
批
判
し

文
化
圏
説
を
発
展
さ
せ
て
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ィ
ー
ン
学
派
の
基
礎
を
築
い
た
。
ま
た
、
未
開
社
会
に
お
け
る
「
高
神

high
god

」
の
観
念

を
指
摘
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
一
八
九
〇
年
に
神
言
修
道
会
に
入
会
し
、
一
八
九
二
年
に
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
と
し

て
叙
階
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
〇
六
年
に
『
ア
ン
ト
ロ
ー
ポ
ス

(

4)

』（A
nthropos

と
は
ギ
リ
シ
ア
語
で
人
間
を
意
味
す
る
）
誌
を
創
刊

し
、
一
九
三
一
年
に
は
ア
ン
ト
ロ
ー
ポ
ス
研
究
所
を
設
立
し
た
。
同
研
究
所
の
最
初
の
規
則
は
、「
諸
民
族
と
文
化
の
歴
史
の
中
に
お

け
る
神
の
神
秘
的
な
働
き
と
人
間
精
神
の
た
ゆ
ま
ぬ
探
求
の
発
見
や
記
述
を
わ
か
ち
あ
う

(

5)

」
こ
と
を
促
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
信
仰
上

の
動
機
付
け
が
伺
え
る
。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
一
九
三
五
年
に
来
日
し
、
そ
の
後
、
ア
ン
ト
ロ
ー
ポ
ス
研
究
所
日
本
支
部
を
設
立
す
る
よ
う
に
神
言
修
道
会
の
総
会

に
提
案
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
提
案
は
神
言
会
の
活
動
目
的
の
再
検
討
に
よ
っ
て
棚
上
げ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

（
一
）

南
山
大
学
の
創
立
と
「
人
類
学
民
族
学
研
究
所
」
の
設
立

一
九
四
八
年
に
文
部
省
に
提
出
さ
れ
た
南
山
大
学
設
置
申
請
書
に
は
「
人
類
学
民
族
学
研
究
所
」
の
設
置
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
一
九
四
九
年
四
月
一
日
に
南
山
大
学
が
創
立
さ
れ
、
半
年
後
の
九
月
一
日
に
人
類
学
民
族
学
研
究
所
が
学
長
直
属
機
関
と
し

て
設
立
さ
れ
た
。

中
山
英
司
に
よ
れ
ば
、「
人
類
学
民
族
学
研
究
所
」
は
、
民
族
学
部
、
言
語
学
部
、
人
類
学
部
等
に
分
か
れ
、
博
物
館
及
び
図
書
館
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が
付
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

(

6)

。

以
下
が
そ
の
概
要
で
あ
る
。

初
代
所
長
　
沼
澤
喜
市

副
所
長
　
中
山
英
司

正
所
員民

族
学
　
　
　
沼
澤
喜
市
、
マ
テ
オ
・
エ
ー
ダ
ー
、
オ
ー
ベ
ル
レ
、
フ
ァ
イ
フ
ェ
ル
、
浅
井
恵
倫

言
語
学
　
　
　
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ギ
ー
ト
、
ア
ン
ト
ン
・
レ
ン
メ
ル
ヒ
ル
ト

人
類
学
　
　
　
中
山
英
司
、
清
野
謙
次

比
較
宗
教
学
　
ゲ
マ
イ
ン
ダ
、
田
北
耕
也

客
員
　
　
ブ
ー
シ
ュ
（
支
那
学
）、
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
（
支
那
学
）、
ラ
ー
マ
ン
（
民
族
学
）、
グ
ロ
ー
ト
（
考
古
学
）、

エ
ー
ダ
ー
（
民
俗
学
）、
ナ
ー
ベ
ル
フ
ェ
ル
ト
（
考
古
学
）

賛
助
員
　
岡
正
雄
、
石
田
英
一
郎
、
水
野
清
一

顧
問
　
　
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
デ
ル
・
レ
、
長
谷
部
言
人
、
原
田
淑
人
、
駒
井
卓
、
渋
沢
敬
三
、
梅
原
末
治

ま
た
、
そ
の
他
、
専
属
所
員
の
人
選
は
決
定
し
て
い
な
い
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
在
の
第
一
種
研
究
所
員
に
相
当
す
る
の
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
外
国
語
雑
誌
と
日
本
語
雑
誌
の
発
刊
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
そ
れ
か
ら
四
年
後
の
史
料
室
蔵
の
手
書
き
資
料
（
一
九
五
三
年
頃
）
に
よ
れ
ば
、「
人
類
学
民
族
学
研
究
所
」
は
、
民
族
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学
部
、
言
語
学
部
、
人
類
学
・
考
古
学
部
（
こ
の
場
合
の
部
は
部
門
の
意
味
で
あ
る
）
と
い
う
三
つ
か
ら
四
つ
の
柱
を
擁
す
壮
大
な
研

究
施
設
で
あ
っ
た
。
創
立
当
初
か
ら
み
る
と
、
比
較
宗
教
学
の
柱
が
な
く
な
り
、
新
た
に
考
古
学
が
人
類
学
に
加
わ
っ
て
い
る
の
が
指

摘
で
き
る
。

お
そ
ら
く
、
ド
イ
ツ
の
ア
ン
ト
ロ
ー
ポ
ス
研
究
所
に
対
す
る
強
い
思
い
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
施
設

を
地
方
の
一
私
立
大
学
が
維
持
管
理
す
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

初
代
所
長
：
沼
澤
喜
市
（
民
族
学
者
）

副
所
長
：
中
山
英
司
（
形
質
人
類
学
者
）

民
族
学
部
　
　
　
　
沼
澤
喜
市
、
マ
テ
オ
・
エ
ー
ダ
ー

言
語
学
部
　
　
　
　
浅
井
恵
倫
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ギ
ー
ト
、
ア
ン
ト
ン
・
レ
ン
メ
ル
ヒ
ル
ト

人
類
学
・
考
古
学
部
　
中
山
英
司
、
清
野
謙
次

助
手
、
写
真
技
手
、
図
工
、
タ
イ
ピ
ス
ト
、
調
査
補
助
員
、
庶
務
会
計
事
務
員

賛
助
員
：
岡
正
雄
、
石
田
英
一
郎
、
水
野
清
一
、
駒
井
和
愛
、
金
関
丈
夫

顧
問
：
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
デ
ル
・
レ
、
長
谷
部
言
人
、
原
田
淑
人
、
渋
沢
敬
三
、
梅
原
末
治
、
松
本
信
廣
、

金
田
一
京
助
、
柳
田
國
男

図
書
数
：
三
五
〇
〇
冊
、
そ
の
他
、
北
京
輔
仁
大
学
所
蔵
人
類
学
関
係
図
書
約
八
〇
〇
〇
冊
を
保
管
利
用

（
一
九
五
一
年
八
月
一
日
現
在
）
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一
見
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
顧
問
と
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
金
田
一
京
助
、
柳
田
國
男
を
迎
え
る
な
ど
、
そ
の
陣
容
の
壮
大
さ
は
際

立
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
表
を
見
る
と
、
最
後
に
「
北
京
輔
仁
大
学
所
蔵
人
類
学
関
係
図
書
約
八
〇
〇
〇
冊
を
保
管
利
用
」
と
書
か
れ
て
い
る
の

が
わ
か
る
。
輔
仁
大
学
は
当
初
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
の
支
援
を
受
け
て
一
九
二
七
年
に
北
京
に
設
立
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
経
済
的
な
理
由
で
一
九
三
三
年
か
ら
ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
の
神
言
会
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
一
九
五
〇
年
に
な
っ
て
中
華
人
民
共
和
国
政
府
に
よ
っ
て
接
収
さ
れ
国
立
大
学
と
な
り
、
ま
た
、
北
京
師
範
大
学
と
の
合

併
に
よ
っ
て
二
七
年
に
及
ぶ
歴
史
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
南
山
大
学
人
類
学
民
族
学
研
究
所
に
輔
仁
大
学
所
蔵
人
類
学
関
係
図
書
が

八
〇
〇
〇
冊
も
保
管
さ
れ
て
い
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
背
景
を
前
提
と
し
て
い
る

(

7)

。（
ち
な
み
に
、
輔
仁
大
学
そ
の
も
の
は
、

台
湾
で
再
建
さ
れ
、
一
九
六
〇
年
に
中
国
司
教
団
、
神
言
修
道
会
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
共
同
で
運
営
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る

(

8)

。）

本
研
究
所
は
、
ア
ン
ト
ロ
ー
ポ
ス
研
究
所
が
「
民
族
学
を
中
心
と
し
、
言
語
学
と
先
史
学
を
補
助
科
学
と
し
た
文
化
史
的
方
向
」

（
沼
澤
喜
市
）
の
文
化
人
類
学
（
民
族
学ethnology
）
を
志
向
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、「
形
質
人
類
学physical

anthropology

」
を

重
要
研
究
科
目
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
自
然
人
類
学
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
人
類
や
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
や
ゴ
リ
ラ
な
ど
ヒ
ト
科
の

共
通
祖
先
か
ら
現
生
人
類
が
ど
の
よ
う
に
進
化
し
て
き
た
の
か
を
解
明
す
る
学
問
で
あ
る
。（
最
初
期
の
学
生
は
、
四
〇
〇
名
の
人
々

の
頭
骨
の
長
さ
と
幅
を
調
査
す
る
と
い
う
課
題
が
夏
休
み
に
出
さ
れ
た
と
い
う
）。
形
質
人
類
学
に
力
点
が
置
か
れ
た
の
は
、
医
学
博

士
で
あ
っ
た
副
所
長
中
山
英
司
の
影
響
が
強
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う

(

9)

。

形
質
人
類
学
の
強
調
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
構
想
か
ら
は
大
き
く
外
れ
た
も
の
で
あ
り
、
所
長
沼
澤
は
『
人
類
学
研
究
所
紀
要
』
１
号

に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
実
際
に
南
山
大
学
に
設
立
さ
れ
た
人
類
学
研
究
所
の
組
織
と
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
報
告
を

う
け
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
私
へ
の
書
簡
の
中
で
大
い
に
不
満
を
述
べ
て
い
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
当
時
の
希
望
はA

nthropos
Institut

の
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支
部
を
日
本
に
設
立
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
所
員
も
す
で
に
予
定
さ
れ
て
い
た

(

10)

」。

実
際
、
第
二
代
所
長
と
な
っ
た
ア
ン
ト
ン
・
レ
ン
メ
ル
ヒ
ル
ト
、
考
古
学
者
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
マ
リ
ン
ガ
ー
、
人
類
学
者
の
マ
ル
テ
ィ

ン
（
マ
ル
チ
ヌ
ス
）
・
グ
ジ
ン
デ
と
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
調
査
を
数
回
行
っ
た
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ア
ウ
フ
ェ
ナ
ン
ガ
ー
な
ど
、
シ
ュ

ミ
ッ
ト
門
下
の
研
究
者
が
本
研
究
所
に
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た

(

11)

。

そ
し
て
、
北
京
の
輔
仁
大
学
か
ら
人
類
学
関
係
図
書
を
寄
贈
さ
れ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
同
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
教
員
も
ま

た
南
山
大
学
の
助
力
と
な
っ
た
。
小
林
知
生
（
考
古
学
者
）
が
一
九
五
五
年
に
南
山
大
学
文
学
部
教
授
に
な
り
、
改
組
の
時
期
に
所
長

事
務
取
扱

(

12)

を
務
め
た
。
ま
た
、
マ
テ
オ
（
マ
チ
ア
ス
）
・
エ
ー
ダ
ー
は
、
同
大
学
民
族
学
博
物
館
長
を
一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
九
年

ま
で
務
め
て
い
た
が
、
一
九
五
二
年
に
設
置
さ
れ
た
社
会
科
学
部
人
類
学
科
教
授
と
し
て
赴
任
し
た
の
で
あ
っ
た
。
エ
ー
ダ
ー
は
、
一

九
四
二
年
か
ら
一
九
八
〇
年
に
亡
く
な
る
ま
で
通
算
三
八
年
間
に
わ
た
っ
てF

olklore
Studies

(V
o.

1-21(1942
-1962)

とA
sian

F
olklore

Studies
(V

ol.22-39
(1962-1980))

の
編
集
に
当
た
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
南
山
大
学
人
類
学
民
族
学
研
究
所
に
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
門
下
生
と
北
京
輔
仁
大
学
の
人
材
が
結
集
し
て
い
た
。

（
二
）

人
類
学
民
族
学
研
究
所
の
最
盛
期

一
九
五
二
年
に
社
会
科
学
部
人
類
学
科
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
申
請
書
を
参
照
す
れ
ば
、
そ
の
教
員
組
織
は
、
沼
澤
喜
市
、
フ
ラ
ン

ツ
・
ギ
ー
ト
、
ジ
ョ
ン
・
マ
リ
ン
ガ
ー
、
ア
ン
ト
ン
・
レ
ン
メ
ル
ヒ
ル
ト
、
マ
チ
ア
ス
・
エ
ー
ダ
ー
、
中
山
英
司
の
名
が
上
が
っ
て
お

り
、
研
究
所
と
人
類
学
科
の
一
体
性
が
感
じ
ら
れ
る

(

13)

。

実
際
、
南
山
大
学
人
類
学
研
究
所
が
全
国
的
な
名
声
を
獲
得
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
第
一
期
の
華
々
し
い
活
動
に
よ
っ
て
で
あ
っ

た
。
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人
類
学
民
族
学
研
究
所
は
、
一
九
五
四
年
に
ア
ン
ト
ン
・
レ
ン
メ
ル
ヒ
ル
ト
を
第
二
代
所
長
に
迎
え
、
人
類
学
民
族
学
研
究
所
と
人

類
学
研
究
所
の
両
方
の
名
称
が
並
立
す
る
混
乱
し
た
状
態
を
解
消
す
る
た
め
に
名
称
を
人
類
学
研
究
所
に
一
本
化
し
た
。

一
九
五
五
年
に
南
山
大
学
に
お
い
て
第
十
回
日
本
人
類
学
会
・
日
本
民
族
学
協
会
連
合
大
会
が
開
催
さ
れ
、
レ
ン
メ
ル
ヒ
ル
ト
第
二

代
所
長
が
委
員
長
、
中
山
副
所
長
が
総
務
を
担
当
し
た
。
大
会
で
は
、
前
年
ス
イ
ス
で
他
界
し
た
Ｗ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
記
念
研
究
会
が

催
さ
れ
、
沼
澤
と
中
山
を
は
じ
め
と
し
て
、
南
山
大
学
の
人
類
学
者
数
名
が
研
究
発
表
を
行
っ
た
。

ま
た
、
出
版
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
一
九
六
〇
年
に
は
ア
ン
ト
ロ
ー
ポ
ス
研
究
所
の
創
立
者
の
一
人
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
グ
シ
ン
デ
著

『
ア
フ
リ
カ
の
矮
小
民
族
―
―
ピ
グ
ミ
ー
の
生
活
と
文
化
』（
南
山
大
学
選
書
１
、
築
島
謙
三
訳
、
平
凡
社
、
一
九
六
〇
年
）、
一
九
六

二
年
に
は
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
著
『
母
権
』（
南
山
大
学
選
書
２
、
山
田
隆
治
訳
、
中
日
新
聞
社
、
一
九
六
二
年
）、
ま
た
、

同
年
、M

artin
G

u
sin

d
e

an
d

C
h

iy
e

S
an

o
,

ed
s.,

A
n

a
n

n
o

ta
ted

b
ib

lio
g

ra
p

h
y

o
f

A
in

u
stu

d
ies

b
y

Ja
p

a
n

ese
sch

o
la

rs,

C
ollectanea

universitatis
catholicae

N
anzan

S
eries

3,T
okyo:

H
eibonsha,N

agoya:
N

anzan
U

niversity,1962

を
刊
行
し
た
。

一
九
六
四
年
に
南
山
大
学
が
山
里
町
の
新
校
舎
に
移
転
し
た
の
に
伴
い
、
同
研
究
所
も
人
類
学
科
と
と
も
に
第
一
研
究
棟
六
階
に
移

転
し
、
陳
列
室
は
新
図
書
館
地
下
一
階
に
収
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
六
七
年
に
は
陳
列
室
が
文
部
省
か
ら
博
物
館
相
当
施
設
に
指
定

さ
れ
た
。

同
年
（
一
九
六
七
）
十
一
月
十
一
〜
十
二
日
に
は
、
ふ
た
た
び
南
山
大
学
に
お
い
て
レ
ン
メ
ル
ヒ
ル
ト
が
大
会
会
長
と
な
っ
て
第
二

十
二
回
日
本
人
類
学
会
・
日
本
民
族
学
会
連
合
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る

(

14)

。

一
九
六
九
年
に
は
愛
知
県
美
術
館
で
「
世
界
民
族
美
術
展
」
が
外
務
省
他
の
後
援
、
中
日
新
聞
他
主
催
で
開
催
さ
れ
、
南
山
大
学
と

ア
ン
ト
ロ
ー
ポ
ス
研
究
所
が
協
賛
し
た
。

一
九
七
〇
年
に
は
沼
澤
学
長
が
研
究
所
長
事
務
取
扱
を
兼
務
し
、
翌
一
九
七
一
年
に
は
、
南
山
大
学
人
類
学
研
究
所
編
『
Ｗ
・
シ
ュ
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ミ
ッ
ト
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
論
文
集
』（
南
山
大
学
選
書
４
、
中
日
新
聞
社
、
一
九
七
一
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
一
九
七
二
年
に
は
沼
澤
教
授
が
学
長
退
任
後
、
翌
年
三
月
末
ま
で
所
長
事
務
取
扱
に
就
任
し
、『
人
類
学
研
究
所
紀
要
』

一
号
（
一
九
七
二
年
）
を
発
刊
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
同
年
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
（
経
営
学
者
）
が
第
三
代
学
長
に
就
任
し
て
い
る
。

二
　
人
類
学
研
究
所
の
改
組
と
そ
の
成
果

（
一
）

人
類
学
研
究
所
改
組
の
経
緯
と
そ
の
理
念

当
然
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
神
言
会
士
の
豊
か
な
人
材
を
資
源
と
し
た
人
類
学
研
究
所
は
、
決
し
て
長
続
き
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理

由
は
、
沼
澤
喜
市
学
長
の
後
、
神
言
会
士
の
人
類
学
者
が
続
々
と
は
続
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
沼
澤
の
後
に
も
ア
ン
ト
ン
・
レ
ン

メ
ル
ヒ
ル
ト
が
い
た
が
、
彼
一
人
で
運
営
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
当
然
な
が
ら
、
神
言
会
士
主
体
の
研
究
所
の
世
俗
化
、
い
う
な
ら
ば
、
学
科
の
一
般
教
員
主
導
に
よ
る
経
営
が
必
要
と

な
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
取
っ
た
の
が
、
第
三
代
学
長
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
人
類
学
研
究
所
改
組
研

究
委
員
会
を
設
立
し
、
一
九
七
四
年
か
ら
五
年
の
歳
月
を
か
け
て
改
組
を
行
い
、
一
九
七
四
年
に
新
た
に
学
園
附
設
研
究
所
と
し
て
設

立
さ
れ
た
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
と
と
も
に
、
大
学
附
設
研
究
所
と
し
て
立
て
直
し
を
図
っ
た
の
で
あ
っ
た

(

15)

。
そ
し
て
、
一
九
七
八
年

に
は
宗
教
文
化
研
究
所
・
人
類
学
研
究
所
改
組
準
備
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

実
際
、
こ
の
時
期
の
『
人
類
学
研
究
所
紀
要
』（
四
号
〜
八
号
、
一
九
七
五
〜
七
八
年
）
を
見
る
と
、「
彙
報
　
研
究
者
の
動
向
」
の

記
事
が
あ
り
、
学
科
教
員
の
近
況
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
さ
な
が
ら
人
類
学
科
紀
要
の
観
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
端
的
に
表
し
て
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い
る
の
が
、「
○
○
教
授
　
人
類
学
科
着
任
」
の
記
事
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

人
類
学
科
に
は
、
伝
統
的
に
民
族
学
（
文
化
人
類
学
）、
自
然
（
形
質
）
人
類
学
、
考
古
学
の
三
部
門
が
あ
っ
た
が
、
自
然
人
類
学

者
は
中
山
英
司
以
降
補
充
さ
れ
ず
、
文
化
人
類
学
と
考
古
学
が
主
要
部
門
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
改
組
に
よ
っ
て
人
類
学

科
は
、
文
化
人
類
学
系
教
員
と
考
古
学
系
教
員
の
間
に
亀
裂
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
前
者
が
人
類
学
研
究
所
に
協

力
す
る
と
と
も
に
、
後
者
が
人
類
学
博
物
館
（
一
九
七
九
年
に
人
類
学
資
料
陳
列
室
か
ら
改
称
）
に
協
力
す
る
と
い
う
分
断
構
造
が
こ

こ
に
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
方
で
、『
人
類
学
研
究
所
紀
要
』
に
は
、
文
化
人
類
学
、
形
質
人
類
学
、
考
古
学
の
業
績
が
そ
ろ
っ
て

い
た
が
、
他
方
で
、
改
組
後
の
『
人
類
学
研
究
所
叢
書
』
や
『
人
類
学
研
究
所
通
信
』
は
も
っ
ぱ
ら
文
化
人
類
学
だ
け
を
扱
っ
て
い
る

の
が
わ
か
る
。

一
九
七
九
年
に
改
組
さ
れ
た
後
の
人
類
学
研
究
所
が
め
ざ
し
た
も
の
は
、
当
初
の
人
類
学
民
族
学
研
究
所
の
構
想
に
比
べ
て
き
わ
め

て
さ
さ
や
か
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
む
し
ろ
ア
ン
ト
ロ
ー
ポ
ス
研
究
所
設
立
の
趣
旨
に
か
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
規
程
（
一
九
七
八

年
）
に
よ
れ
ば
、
研
究
所
の
目
的
は
「
１
　
主
と
し
て
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
基
層
的
、
伝
統
的
な
民
族
文
化
を
研
究
対
象
と
し
、
宗
教
民

族
学
そ
の
他
の
諸
問
題
な
い
し
は
、
一
定
地
域
社
会
に
関
す
る
比
較
的
短
期
間
の
歴
史
人
類
学
的
な
特
定
研
究
の
実
施
。
２
　
特
定
研

究
の
積
み
重
ね
に
よ
る
、
こ
れ
ら
諸
地
域
に
お
け
る
民
族
文
化
の
特
性
お
よ
び
そ
の
形
成
、
相
互
交
渉
の
様
相
な
ら
び
に
そ
の
展
開
過

程
等
の
解
明
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
現
行
の
規
程
そ
の
も
の
で
あ
る
。

簡
単
に
言
え
ば
、
改
組
後
の
人
類
学
研
究
所
は
、
宗
教
民
族
学
（
宗
教
の
文
化
人
類
学
）
と
地
域
研
究
を
目
的
と
し
、
歴
史
人
類
学

的
な
特
定
研
究
を
め
ざ
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
そ
の
改
組
の
制
度
上
の
趣
旨
は
、
神
言
会
士
の
手
当
が
で
き
な
く
な
っ
た
代
わ
り
に
、
研
究
所
専
任
と
し
て
第
一
種
研
究
所

員
を
一
名
配
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
大
学
当
局
は
、
事
実
上
、
人
類
学
科
の
文
化
人
類
学
関
係
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の
教
員
に
そ
の
経
営
を
委
ね
て
、
人
類
学
研
究
所
の
維
持
管
理
を
行
わ
せ
よ
う
と
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

（
二
）

改
組
後
の
活
動

１
　
三
年
サ
イ
ク
ル
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

改
組
後
の
人
類
学
研
究
所
の
活
動
は
、
比
較
的
緩
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
主
要
な
研

究
活
動
と
し
て
は
、
公
開
講
演
会
や
研
究
会
を
別
と
す
れ
ば
、
三
年
を
一
つ
の
サ
イ
ク
ル

と
し
て
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
連
続
し
て
非
公
開
の
研
究
会

(

16)

を
開
催
し
、
叢

書
と
し
て
自
費
で
『
研
究
活
動
報
告
書
』
を
印
刷
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
改
組
当
初
か
ら
、
出
版
物
は
三
年
に
一
度
、
自
費
出
版
の
叢
書
が
出
る
だ
け
で
よ

い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
時
期
に
主
に
責
任
を
と
っ
た
の
は
、
山
田
隆
治
（
イ
ン
ド
の
文
化
人
類
学
）
と
倉

田
勇
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
文
化
人
類
学
）
の
両
教
授
で
あ
っ
た
。
二
人
は
改
組
か
ら
一
九

九
五
年
三
月
末
ま
で
交
代
で
所
長
事
務
取
扱
を
努
め
て
い
る

(

17)

。

そ
し
て
、
改
組
初
期
に
は
白
鳥
芳
郎
（
上
智
大
学
文
学
部
教
授
）
を
客
員
研
究
所
員
と

し
て
迎
え
、
白
鳥
所
員
を
研
究
代
表
者
と
し
て
第
一
期
研
究
活
動
「
土
着
宗
教
と
伝
統
宗

教
」（
一
九
七
九
―
一
九
八
二
）
を
行
っ
た

(

18)

。

表
１
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
第
一
期
に
は
二
五
回
研
究
会
を
開
催
し
、
研
究
発
表
が
一
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表１　各研究活動時期と研究会・研究発表などの数の変遷



九
件
、
討
論
が
七
回
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
を
数
百
ペ
ー
ジ
の
研
究
報
告
書
と
し
て
出
版
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
出

版
費
用
と
し
て
は
毎
年
百
万
円
ほ
ど
積
み
立
て
、
三
百
万
円
あ
ま
り
を
自
費
出
版
に
当
て
て
い
た
の
で
あ
っ
た

(

19)

。

こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で
第
三
期
が
終
わ
る
ま
で
研
究
活
動
が
続
け
ら
れ
た
が
、
杉
本
良
男
第
一
種
研
究
所
員
が
イ
ン
ド
で
在
外
研

究
を
し
た
一
九
九
一
年
か
ら
一
九
九
二
年
に
か
け
て
、
第
四
期
と
第
五
期
の
間
、
一
年
間
中
断
し
て
い
る

(

20)

。

第
一
期
研
究
活
動
「
土
着
宗
教
と
伝
統
宗
教
」（
一
九
七
九
―
一
九
八
二
）

第
二
期
研
究
活
動
「
伝
統
宗
教
と
土
着
化
の
諸
相
」（
一
九
八
二
―
一
九
八
五
）

第
三
期
研
究
活
動
「
伝
統
宗
教
と
社
会
・
政
治
的
統
合
」（
一
九
八
五
―
一
九
八
八
）

第
四
期
研
究
活
動
「
伝
統
宗
教
と
伝
統
的
知
識
体
系
」（
一
九
八
八
―
一
九
九
一
）

第
五
期
研
究
活
動
「
宗
教
・
民
族
・
伝
統
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
的
考
察
」（
一
九
九
二
―
一
九
九
五
）

第
六
期
研
究
活
動
「
ア
ジ
ア
移
民
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
宗
教
」（
一
九
九
七
―
二
〇
〇
〇
）

第
七
期
研
究
活
動
「
ア
ジ
ア
市
場
の
文
化
と
社
会
―
―
流
通
・
交
換
を
め
ぐ
る
学
際
的
ま
な
ざ
し
」（
二
〇
〇
一
―
二
〇
〇
四
）

第
八
期
研
究
活
動
「
コ
ロ
ニ
ア
ル
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
ル
期
に
お
け
る
社
会
変
動
と
宗
教
の
「
再
選
択
」」

（
二
〇
〇
六
―
二
〇
〇
八
）
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図１　研究活動各期の研究会回数と発表件数の推移

図２　研究発表の件数と報告書掲載点数の比率の変遷

研究会　　　発表 

担当者　　　研究会　　　発表　　　掲載点数　　　掲載比率 



２
　
研
究
活
動
の
形
骸
化

こ
れ
ら
の
研
究
活
動
と
関
わ
る
研
究
会
の
形
骸
化
は
、「
図
１
　
研
究
活
動
各
期
の
研
究
会
回
数
と
発
表
件
数
の
推
移
」
に
明
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
九
二
年
に
す
で
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

初
期
の
研
究
活
動
（
第
一
〜
四
期
）
に
お
い
て
は
三
年
間
に
二
四
〜
二
六
回
の
研
究
会
が
開
催
さ
れ
、
一
八
〜
二
五
件
の
発
表
が
な

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
杉
本
所
員
帰
国
後
の
第
五
期
（
一
九
九
三
〜
一
九
九
五
）
か
ら
三
年
間
に
七
回
に
ま
で
激
減
（
四
分

の
一
近
く
に
減
少
）
し
、
発
表
件
数
も
八
〜
一
八
件
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
第
五
期
に
は
一
泊
二
日
の
研
究
会
を
年
に
二
〜
三
回
程

度
開
催
し
て
三
年
間
継
続
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
さ
ら
に
半
日
程
度
の
研
究
会
に
変
更
さ
れ
て

い
る

(

21)

。
一
九
九
一
〜
一
九
九
二
年
に
一
年
間
休
止
し
た
後
、
一
九
九
五
〜
一
九
九
七
年
（
二
年
間
）、
二
〇
〇
〇
〜
二
〇
〇
一
年
（
一
年
間
）、

二
〇
〇
四
〜
二
〇
〇
六
年
（
二
年
間
）
の
五
年
間
、
総
計
六
年
間
の
休
止
時
期
が
あ
っ
た

(

22)

。
こ
れ
ら
は
、
改
組
世
代
の
退
任
の
時
期

（
一
九
九
五
年
三
月
）
と
そ
れ
以
降
の
時
期
と
対
応
し
て
い
る
。

３
　
外
部
資
金
の
導
入
と
予
算
未
消
化
の
矛
盾

継
続
中
の
第
八
期
を
除
い
て
最
低
な
の
は
第
七
期
で
あ
り
、
研
究
会
回
数
が
八
回
、
発
表
件
数
が
九
件
で
あ
っ
た
。
報
告
書
掲
載
論

文
が
九
点
あ
り
、
そ
の
う
ち
序
論
が
一
点
な
の
で
、
必
要
最
低
限
の
発
表
が
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、

理
解
に
苦
し
む
の
は
、
こ
れ
が
研
究
所
予
算
を
使
っ
た
主
要
事
業
で
あ
り
な
が
ら
、
東
海
学
術
振
興
財
団
（
二
〇
〇
一
年
度
）
と
南
山

大
学
経
営
研
究
セ
ン
タ
ー
二
〇
〇
二
〜
二
〇
〇
三
年
度
）
か
ら
研
究
助
成
を
受
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
外
部
資
金
を
導
入
す
る
こ
と

は
確
か
に
好
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
外
部
資
金
と
学
内
の
競
争
的
研
究
費
を
取
得
し
て
、
研
究
所
の
主
要
事
業
を
最
低
限
の
回
数
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で
こ
な
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
な
り
の
説
明
が
必
要
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
で
い
て
二
〇
〇
四
年
度
に
は
予
算
執
行
率

が
六
〇
％
を
切
る
と
い
う
ち
ぐ
は
ぐ
な
状
況
が
み
ら
れ
る

(

23)

。

実
際
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
休
止
期
間
の
二
〇
〇
四
年
度
に
は
、
予
算
執
行
率
が
六
〇
％
未
満
と
な
り
、
そ
の
理
由
書
を
提
出
す
る

に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
書
に
は
、『
人
類
学
通
信
』
が
発
行
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
原
稿
の
遅
れ
に
よ
る
第
七
期
特
定
研
究
出
版
費

（
臨
時
費
）
が
執
行
さ
れ
な
か
っ
た
り
、A

F
S

の
ペ
ー
ジ
数
が
予
想
よ
り
少
な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
理
由
が
並
べ
ら
れ
て
い
る

(

24)

。

ま
た
、
最
低
限
の
発
表
を
す
べ
て
報
告
書
に
掲
載
す
る
と
い
う
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
図
２
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

研
究
発
表
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
以
外
の
研
究
活
動
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
の
で
、
決
し
て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

第
一
期
に
は
、
研
究
会
が
二
五
回
開
催
さ
れ
、
研
究
発
表
が
一
九
件
も
あ
っ
た
た
め
、
掲
載
比
率
が
三
二
％
し
か
な
か
っ
た
も
の
が
、

第
五
期
に
研
究
会
が
三
年
間
に
七
回
程
度
に
な
っ
て
以
降
、
掲
載
比
率
が
急
上
昇
し
て
第
五
期
八
五
％
、
第
六
期
六
七
％
、
第
七
期
ほ

ぼ
一
〇
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
事
実
上
、
発
表
者
の
原
稿
の
大
多
数
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
一
般
的
に
は
お
そ
ら

く
二
泊
三
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
一
回
開
催
す
れ
ば
、
す
べ
て
こ
な
せ
る
程
度
の
仕
事
量
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
三
年
間
に

わ
た
っ
て
行
う
必
然
性
が
あ
る
と
は
い
え
ま
い

(

25)

。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
人
類
学
研
究
所
の
低
迷
は
、
一
九
九
五
年
を
一
つ
の
軸
に
し
て
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
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４
　
改
組
世
代
の
定
年
と
第
一
種
の
転
任

第
五
期
研
究
活
動
が
終
わ
っ
た
一
九
九
五
年
の
段
階
で
杉
本
所
員
が
退
職
し
、
ま
た
、
改
組
世
代
の
山
田
、
倉
田
両
教
授
が
定
年
を

迎
え
て
役
職
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
人
類
学
研
究
所
の
担
い
手
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
、
当
時
の
研
究
所
総
合
委
員
会
委
員
長
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ハ
イ
ジ
ッ
ク
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
長
は
、
人
類
学
研
究
所
長
を

兼
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
が
人
類
研
に
残
し
た
の
は
、
①A

F
S

を
研
究
所
の
事
業
と
し
て
正
式
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
、
②
ク
ネ
ヒ

ト
・
ペ
ト
ロ
助
教
授
を
第
二
種
研
究
所
員
と
し
、
さ
ら
に
、
教
授
に
昇
格
を
し
て
、
第
一
種
研
究
所
員
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
長

に
就
任
さ
せ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
、
決
し
て
完
全
な
解
決
と
言
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

５
　
危
機
の
慢
性
化
―
―
第
一
種
研
究
所
員
／
所
長
候
補
の
採
用
人
事
の
問
題
化
―
―

そ
の
後
、
人
類
学
研
究
所
は
第
一
種
研
究
所
員
の
採
用
人
事
を
め
ぐ
っ
て
慢
性
的
な
危
機
に
陥
っ
た
。

ま
ず
、
杉
本
の
後
任
人
事
で
一
九
九
六
年
に
採
用
さ
れ
た
吉
原
和
男
が
わ
ず
か
二
年
で
慶
応
大
学
に
転
出
し
た
。
次
に
、
そ
の
後
任

と
し
て
宮
沢
千
尋
が
一
年
間
の
研
究
生
の
期
間
を
経
て
、
一
九
九
九
年
に
採
用
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
早
く
も
人
類
研
の
「
一
九

九
九
年
度
自
己
点
検
評
価
報
告
書
」
に
は
「
研
究
所
員
の
未
経
験
、
或
は
職
責
上
の
業
務
の
た
め
に
、
研
究
活
動
が
停
滞
し
、
研
究
所

主
催
の
公
開
講
演
シ
リ
ー
ズ
は
巳
む
無
く
中
止
と
な
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

さ
ら
に
、
森
部
一
第
二
種
研
究
所
員
が
人
類
学
研
究
所
長
に
な
っ
た
二
〇
〇
三
年
か
ら
次
期
所
長
の
人
選
の
た
め
に
ワ
ー
キ
ン
グ
・

グ
ル
ー
プ
が
作
ら
れ
、
数
名
の
所
長
候
補
が
呼
ば
れ
て
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
不
調
に
終
わ
っ
た
。
一
つ
に
は
、
所
長

と
し
て
適
齢
と
さ
れ
た
の
が
、
ど
こ
の
大
学
に
お
い
て
も
役
職
者
を
排
出
す
る
五
十
歳
代
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
の
意
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味
で
、
所
長
人
事
は
難
航
を
極
め
た
。

二
〇
〇
五
年
か
ら
は
坂
井
信
三
第
二
種
研
究
所
員
が
所
長
と
な
り
、
一
年
間
は
所
長
人
事
に
専
念
し
た
が
、
そ
の
後
、
人
類
学
研
究

所
の
第
一
種
研
究
所
員
の
枠
が
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
宮
沢
第
一
種
研
究
所
員
が
第
一
種
研
究
所
員
の
枠
を
残
し
た
ま
ま
、
学

部
学
科
な
ど
の
大
学
内
の
他
の
部
署
に
移
籍
で
き
な
け
れ
ば
、
所
長
人
事
が
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
に
宮
沢
第
一
種
研
究
所
員
と
坂
井
第
二
種
研
究
所
員
と
を
入
れ
替
え
る
人
事
案
が
浮
上
し
た
が
、
結

局
、
宮
沢
所
員
が
研
究
所
に
残
る
こ
と
を
希
望
し
た
た
め
、
そ
の
人
事
提
案
が
取
り
下
げ
ら
れ
、
ま
た
、
人
類
学
博
物
館
と
人
類
学
研

究
所
の
連
携
と
宮
沢
所
員
の
人
事
を
絡
め
る
案
も
博
物
館
側
と
の
根
回
し
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
立
ち
消
え
に
な

り
、
つ
い
に
坂
井
所
長
の
任
期
が
切
れ
、
二
〇
〇
七
年
四
月
一
日
に
人
類
学
研
究
所
長
が
不
在
の
ま
ま
、
新
年
度
を
迎
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。６

　
大
学
改
組
の
暗
い
影
―
―
人
類
学
科
の
拡
大
・
拡
散
―
―

ち
な
み
に
、
二
〇
〇
〇
年
に
行
わ
れ
た
南
山
大
学
の
全
学
的
な
改
組
も
、
人
類
学
研
究
所
の
将
来
に
暗
い
影
を
投
げ
か
け
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
人
類
学
研
究
所
の
支
持
母
体
で
あ
っ
た
文
学
部
人
類
学
科
が
拡
大
・
拡
散
の
方
向
に
な
り
、
人
文
学
部
人
類
文
化
学
科
と
な

っ
た
。
こ
の
学
科
は
、
哲
学
、
言
語
学
、
な
ど
多
様
な
文
系
教
員
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
、
学
科
と
し
て
一
体
と

な
っ
て
人
類
学
研
究
所
を
支
え
て
い
く
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
喪
失
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
に
、
人
類
学

研
究
所
が
弱
体
化
し
た
一
つ
の
遠
因
と
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
も
う
一
点
指
摘
す
れ
ば
、
一
九
七
九
年
の
改
組
後
の
研
究
所
の
目
的
に
「
主
と
し
て
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
基
層
的
、
伝
統
的

な
民
族
文
化
を
研
究
対
象
」
に
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
人
類
学
を
担
当
し
た
り
専
攻
し
た
り
す
る
教
員
の
構
成
が
一
致
し
て
い
な
い
こ
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と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
現
在
の
主
要
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
ア
フ
リ
カ
や
南
ア
メ
リ
カ
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
研
究
者
も
い
る
の
で
あ
り
、
改

組
後
の
目
的
を
拡
大
解
釈
す
る
か
、
規
程
を
変
更
す
る
な
ど
の
方
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
将
来
、
波
乱
要
因
と
な
る
可
能
性
が
あ
ろ

う
。

７
　
人
類
学
研
究
所
の
存
廃
の
危
機

い
う
ま
で
も
な
く
、
二
〇
〇
七
年
度
に
入
っ
て
人
類
学
研
究
所
は
絶
体
絶
命
の
危
機
を
迎
え
た
。
そ
も
そ
も
所
長
を
人
類
学
研
究
所

は
も
と
よ
り
、
人
類
文
化
学
科
の
み
な
ら
ず
学
内
の
人
類
学
者
の
中
か
ら
選
出
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
人
類
学
研
究
所
所
員
会
議
で
は
、
予
算
執
行
等
の
た
め
に
森
部
元
所
長
を
所
長
代
理
と
し
て
認
め

る
よ
う
に
四
月
一
九
日
（
木
）
の
研
究
所
総
合
委
員
会
に
要
望
を
出
し
た
。
同
委
員
会
で
は
、
執
行
部
が
第
一
種
研
究
所
員
を
所
長
に

据
え
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
て
、
評
議
員
経
験
者
を
候
補
と
す
る
、
も
し
く
は
、
他
研
究
所
の
第
一
種
研
究
所
員
を
所

長
候
補
に
す
る
と
い
う
二
つ
の
代
替
案
を
併
記
す
る
こ
と
に
し
て
、
四
月
二
三
日
（
月
）
の
将
来
構
想
委
員
会
に
諮
っ
た
。

そ
の
結
果
、
将
来
構
想
委
員
会
で
は
、
渡
邉
学
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
第
一
種
研
究
所
員
（
宗
教
学
、
宗
教
心
理
学
、
宗
教
社
会
学

専
攻
）
を
所
長
と
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
結
論
に
達
し
、
五
月
八
日
（
火
）
の
評
議
会
で
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

む
ろ
ん
、
こ
の
人
事
は
最
終
的
な
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
の
で
、
渡
邉
が
所
長
の
と
き
に
人
類
学
研
究
所
の
将
来
を
何
ら
か
の
形
で

決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
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三
　
人
類
学
研
究
所
の
こ
れ
ま
で
の
業
績
と
そ
の
評
価
の
試
み

人
類
学
研
究
所
の
活
動
を
歴
史
的
に
評
価
す
る
と
き
、
ま
ず
創
立
か
ら
改
組
ま
で
の
第
一
期
（
一
九
四
九
〜
一
九
七
八
）
の
活
動
が

華
々
し
か
っ
た
と
言
え
る
。
と
り
わ
け
、
一
九
六
〇
〜
一
九
七
一
年
の
間
に
『
南
山
大
学
選
書
』
四
巻
を
刊
行
し
、
一
九
七
二
〜
一
九

七
八
年
の
間
に
『
人
類
学
研
究
所
紀
要
』
一
〜
八
号
を
刊
行
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
一
九
五
五
年
に
は
第
一
〇
回
日

本
人
類
学
会
日
本
民
族
学
協
会
連
合
大
会
、
一
九
六
七
年
に
は
第
二
二
回
同
大
会
を
開
催
し
、
一
九
六
九
年
に
は
南
山
大
学
が
愛
知
県

美
術
館
で
「
世
界
民
族
美
術
展
」
に
ア
ン
ト
ロ
ー
ポ
ス
研
究
所
と
と
も
に
協
賛
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
一
九
七
九
年
の
改
組
の
後
、
人
類
学
研
究
所
は
長
い
低
迷
期
を
迎
え
る
。

こ
こ
で
、
現
況
を
少
し
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

す
で
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
人
類
学
研
究
所
規
程
第
３
条
に
よ
れ
ば
、
研
究
所
の
事
業
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

１
研
究
所
を
母
体
と
し
て
組
織
さ
れ
た
研
究
会
の
開
催

２
公
開
講
座
、
公
開
講
演
会
等
の
開
催

３
研
究
所
と
目
的
を
同
じ
く
す
る
内
外
研
究
機
関
お
よ
び
研
究
者
と
の
交
流

４
学
術
調
査
の
実
施

５
研
究
成
果
そ
の
他
の
公
刊

６
年
報
等
の
発
行

７
文
献
・
資
料
の
収
集
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８
そ
の
他
研
究
所
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業
　

長
期
研
究
計
画
に
基
づ
く
研
究
会
は
１
に
相
当
す
る
。
す
で
に
見
た
と
お
り
、
こ
れ
に
関
し
て
は
先
細
り
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。

次
に
、
２
に
関
し
て
み
て
も
、
か
つ
て
年
五
回
程
度
で
あ
っ
た
公
開
講
演
会
が
二
、
三
回
程
度
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
３
に
関
し

て
も
、
長
期
研
究
計
画
に
参
加
す
る
学
外
研
究
者
の
割
合
が
減
少
し
て
い
る
状
況
を
見
る
と
、
決
し
て
楽
観
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。

４
の
「
学
術
調
査
の
実
施
」
に
関
し
て
言
え
ば
、
予
算
化
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
研
究
所
を
主
体
と
し
て
は
実
際
に
は
行
わ
れ
て
い

な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。

５
の
「
研
究
成
果
そ
の
他
の
公
刊
」
に
関
し
て
言
え
ば
、A

F
S

を
除
外
す
る
と
し
て
改
組
後
約
三
〇
年
間
に
叢
書
が
七
冊
だ
け
で
あ

る
。６

の
「
年
報
等
の
発
行
」
に
関
し
て
は
、
改
組
後
は
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
相
当
の
『
人
類
学
研
究
所
通
信
』
が
一
九
九
二
年
以
降
に
年

に
一
度
程
度
、
全
部
で
一
五
号
発
行
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
年
報
は
現
在
に
至
る
ま
で
発
刊
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
今
後
の

大
き
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

７
の
「
文
献
・
資
料
の
収
集
」
に
関
し
て
は
、
内
外
の
学
術
雑
誌
等
は
継
続
し
て
収
集
し
て
い
る
が
、
図
書
に
関
し
て
は
必
要
図
書

が
ほ
と
ん
ど
そ
ろ
え
ら
れ
て
い
な
い
し
、
そ
の
領
域
に
関
し
て
か
な
り
の
片
寄
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
研
究
所
図
書
が
閉

架
式
で
あ
り
、
館
外
貸
出
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
研
究
所
の
事
務
室
が
開
い
て
い
る
と
き
に
し
か
利
用
で
き
な
い
と
い
う
状
況
が

少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
、
人
類
学
研
究
所
は
そ
の
主
要
な
事
業
と
し
て
三
年
単
位
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
が
、
研
究
会
自
体
は
特
定
の
メ
ン
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バ
ー
以
外
に
は
開
か
れ
た
も
の
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
最
初
の
五
期
分
の
報
告
書
は
自
費
出
版
で
市
販
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

人
類
学
研
究
所
の
活
動
は
、
限
ら
れ
た
人
々
に
し
か
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
国
立
情
報
学
研
究

所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（W

ebcat

）
に
よ
れ
ば
、
自
費
出
版
さ
れ
た
人
類
学
研
究
所
叢
書
を
そ
れ
ぞ
れ
収
蔵
し
て
い
る
図
書
館
は
四
〇

に
満
た
な
い
。
叢
書
が
市
販
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
収
蔵
図
書
館
が
一
一
〇
〜
一
四
一
に
増
加
し
た
の
と
は
大
き
な
対
照
を
み
せ
て

い
る

(

26)

。
こ
れ
ら
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
学
外
の
研
究
者
を
招
き
、
ま
た
、
本
学
の
人
類
学
専
攻
の
大
学
院
生
の
研
究
と
発
表
の
機
会
を

提
供
し
て
き
た
。
そ
の
意
義
は
決
し
て
軽
視
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
会
は
、
基
本
的
に
メ
ン

バ
ー
と
大
学
院
生
に
の
み
開
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
多
く
の
聴
衆
に
開
か
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ

ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
会
や
研
究
報
告
に
よ
っ
て
裨
益
し
た
人
々
は
、
か
な
り
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ま
た
、
研
究
報
告
書
に
し
て
も
、
多
額
の
経
費
を
費
や
し
た
自
費
出
版
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
大
多
数
は
献
本
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ

の
読
者
数
た
る
や
、
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
受
益
者
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者
と
一
部
献
本
を
受
け
た
人
々
に
限

定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
は
た
し
て
一
冊
当
た
り
数
百
万
円
も
大
学
の
資
金
を
投
入
す
る
の
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
問
視

さ
れ
て
も
致
し
方
な
い
で
あ
ろ
う
。

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
会
を
開
催
す
る
に
し
て
も
、
た
と
え
ば
毎
回
書
記
を
置
き
、
録
音
す
る
な
ど
の
努
力
を
し
て
、
い
つ
ど

こ
で
だ
れ
が
参
加
し
て
、
ど
の
よ
う
な
研
究
会
で
あ
っ
た
か
と
い
う
基
本
的
な
資
料
を
蓄
積
し
て
い
く
努
力
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
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か
ろ
う
じ
て
、『
人
類
学
研
究
所
通
信
』
２
号
に
は
、
杉
本
所
員
の
尽
力
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
発
表
や
公
開
講
演
会
の
内
容

に
関
し
て
数
百
字
の
要
旨
が
載
せ
て
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
の
も
の
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
た
と
え
ば
、
そ
の
内
容
を
テ
ー
プ
起
こ
し
し
て
ま
と
め
る
よ
う
な
努
力
を
積
み
重
ね
れ
ば
、
研
究
会
の
成
果
を
残

し
て
広
く
公
開
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
少
な
い
参
加
者
の
研
究
会
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な

努
力
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

第
六
期
（
一
九
九
七
〜
二
〇
〇
〇
）
と
第
七
期
（
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
四
）
に
関
し
て
は
、
市
販
本
の
形
を
と
っ
た
た
め
に
研
究
所

の
活
動
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
逆
に
、
研
究
活
動
報
告
の
点
で
情
報
が
決
定
的
に
欠
け
て
い
る
た
め
、
研
究
報
告
書
の

体
裁
を
な
し
て
い
な
い
と
い
う
欠
点
を
抱
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
第
七
期
は
、
ア
ジ
ア
の
市
場
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
り
、
改
組
時
の
研
究
目
的
「
主
と
し
て
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
基
層

的
、
伝
統
的
な
民
族
文
化
を
研
究
対
象
と
し
、
宗
教
民
族
学
そ
の
他
の
諸
問
題
な
い
し
は
、
一
定
地
域
社
会
に
関
す
る
比
較
的
短
期
間

の
歴
史
人
類
学
的
な
特
定
研
究
の
実
施
」
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
少
な
か
ら
ず
外
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
す
で
に
く
わ
し
く
み
た
よ
う
に
、
長
期
研
究
計
画
に
基
づ
く
研
究
会
は
ま
す
ま
す
形
骸
化
し
て
い
っ
て
お
り
、
研
究
活
動
が

あ
っ
て
出
版
を
行
う
と
い
う
よ
り
も
、
出
版
の
た
め
に
あ
ら
か
じ
め
研
究
会
で
発
表
し
て
お
く
と
い
っ
た
形
に
落
ち
着
い
て
し
ま
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
設
立
後
二
三
年
を
経
て
一
九
七
二
年
に
『
人
類
学
研
究
所
紀
要
』
１
号
が
発
刊
さ
れ
た
が
、
改
組
直
前
の
一
九
七
八
年
に
８

号
を
も
っ
て
休
刊
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
改
組
後
二
三
年
を
経
て
、
一
九
九
二
年
に
よ
う
や
く
『
人
類
学
研
究
所
通
信
』
が
ニ
ュ

ー
ズ
レ
タ
ー
と
し
て
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
三
号
分
が
合
併
号
で
あ
り
、
現
在
ま
で
に
一
五
号
し
か
発
行
さ
れ
て

い
な
い
。
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ま
た
、
公
開
講
演
会
も
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
成
果
は
、『
通
信
』
に
お
い
て
も
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
般
に
は
講
演
会
が

あ
っ
た
こ
と
し
か
周
知
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

他
方
で
、A

sian
F

olklore
Studies

は
一
貫
し
て
刊
行
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、A

F
S

は
長
年
、
エ
ー
ダ
ー
、
ク
ネ
ヒ

ト
両
師
の
個
人
的
な
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
人
類
学
研
究
所
の
事
業
と
し
て
評
価
す
る
に
は
む

ず
か
し
い
も
の
が
あ
る
。

改
組
以
前
の
人
類
学
研
究
所
は
学
長
直
轄
で
あ
り
、
神
言
修
道
会
の
方
針
と
深
く
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
が
う
ま
く
機
能
し
な
く
な
り
、
ま
ず
人
類
学
研
究
所
改
組
研
究
委
員
会
、
次
に
宗
教
文
化
研
究
所
・
人
類
学
研
究
所
改
組
準
備
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
結
果
的
に
、
人
類
学
研
究
所
は
、
人
類
学
科
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
経
緯
が
忘
却
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
人
類
学
研
究
所
と
そ
の
基
盤
と
な
る
人
類
学
科
（
二
〇
〇
〇
年
改

組
後
は
人
類
文
化
学
科
）
に
対
す
る
風
当
た
り
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
成
果
主
義
や
コ
ス
ト
・
パ
ー
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
全
学
的
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
が
多
く
の
成
果
を
収
め

る
と
と
も
に
多
く
の
出
版
物
を
出
し
世
界
的
に
評
価
さ
れ
る
研
究
所
と
な
っ
て
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
人
類
学
研
究
所
は
、
あ
く
ま
で

学
科
ベ
ー
ス
の
国
内
向
け
の
研
究
施
設
に
留
ま
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

人
類
学
研
究
所
が
近
年
、
そ
の
多
く
が
次
期
所
長
候
補
の
選
任
を
め
ざ
し
て
い
た
と
は
い
え
、
公
開
講
演
会
や
懇
話
会
を
開
い
て
い

る
こ
と
は
評
価
に
値
す
る
。
よ
り
多
く
の
人
々
に
開
か
れ
た
催
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
成
果
が
出
版
物
や
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
に
必
ず
し
も
反
映
し
て
い
な
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
み
て
も
、
そ

れ
ら
の
行
事
の
痕
跡
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
な
る
と
、
そ
れ
ら
の
講
演
会
や
懇
話
会
に
参
加
し
た
人
々
し
か
、
そ
れ
ら
の

行
事
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
、
知
の
公
共
性
の
視
点
か
ら
い
っ
て
あ
ま
り
に
も
閉
鎖
的
で
あ
る
と
言
え
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よ
う
。

こ
れ
ら
の
記
録
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
研
究
所
の
活
動
は
広
く
世
界
に
対
し
て
問
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
人
々
か
ら
評
価
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
南
山
大
学
人
類
学
研
究
所
叢
書
Ⅰ
〜
Ⅷ
を
発
刊
し
た
りA

sian
F

olklore
Studies

を
長
年
に
わ
た
っ
て
刊
行
し
た
り
し
て

い
る
こ
と
も
評
価
に
値
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
、
人
類
学
研
究
所
の
最
大
の
弱
点
は
出
版
力
の
欠
如
で
あ
る
。

モ
ノ
グ
ラ
フ
の
出
版
は
、
南
山
大
学
選
書
と
し
て
一
九
六
〇
年
代
と
七
〇
年
代
に
か
け
て
四
冊
、
さ
ら
に
、
紀
要
に
関
し
て
は
、
一

九
七
〇
年
代
に
八
冊
出
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。

研
究
活
動
報
告
書
（
＝
南
山
大
学
人
類
学
研
究
所
叢
書
）
は
、
五
冊
が
自
費
出
版
で
あ
り
、
直
近
の
わ
ず
か
二
冊
だ
け
が
市
販
さ
れ

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。（
叢
書
Ⅰ
〜
Ⅴ
も
近
年
、
風
響
社
か
ら
出
さ
れ
た
本
に
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
積
極
的
に
評
価
で
き

る
）。こ

の
よ
う
に
み
て
い
く
と
き
、
古
い
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
や
自
費
出
版
の
報
告
書
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
市
販
さ
れ
て
い
る
と
は
い
う

も
の
の
、
実
際
の
市
販
本
は
、
わ
ず
か
二
冊
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
人
類
学
研
究
所
の
活
動
は
、
学
内
的
に
も
学
外
に

対
し
て
も
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
今
と
な
っ
て
はA

sian
F

olklore
Studies

の
価
値
が
人
類
学
研
究
所
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ

れ
が
研
究
所
の
事
業
と
し
て
予
算
的
に
も
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ハ
イ
ジ
ッ
ク
総
合
委
員
会
委
員
長
が
人
類
学
研
究
所
長

を
兼
務
し
た
と
き
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
九
九
五
年
に
な
る
ま
で
は
、A

F
S

は
、
エ
ー
ダ
ー
神
父
個
人
の
事
業
で
あ
り
、

彼
の
死
後
は
ク
ネ
ヒ
ト
元
所
長
個
人
の
事
業
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
エ
ー
ダ
ー
神
父
が
三
八
年
間
、
ク
ネ
ヒ
ト
元
所
長
が
二
六
年
間
に

わ
た
っ
て
、
そ
の
責
を
果
た
し
て
き
た
功
績
は
、
高
く
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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注

(

1)

私
は
、
二
〇
〇
七
年
五
月
八
日
の
評
議
会
の
承
認
を
経
て
、
正
式

に
人
類
学
研
究
所
長
に
任
命
さ
れ
た
。
本
論
は
、
私
が
研
究
所
総
合
委

員
会
に
二
〇
〇
七
年
五
月
一
七
日
に
提
出
し
た
「
人
類
学
研
究
所
の
活

動
の
見
直
し
と
将
来
構
想
の
策
定
に
向
け
て
」
お
よ
び
添
付
資
料
「
南

山
大
学
人
類
学
研
究
所
の
歴
史
」
と
「
人
類
学
研
究
所
の
出
版
物
と
研

究
活
動
の
詳
細
」
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な

資
料
に
当
た
り
直
し
て
大
幅
な
改
訂
を
行
っ
た
。

(

2)

同
研
究
所
の
歴
史
を
振
り
返
る
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
『
南
山
大
学

五
十
年
史
』
の
「
人
類
学
研
究
所
」（
ク
ネ
ヒ
ト
著
）
を
骨
組
み
と
し

て
使
い
、
次
に
『
南
山
大
学
広
報
』、『
南
山
学
園
報
』、
さ
ら
に
、『
ア

カ
デ
ミ
ア
』
、
南
山
学
園
創
立
七
五
周
年
記
念
誌
編
纂
委
員
会

『H
O

M
IN

IS
D

IG
N

IT
A

T
I

1932-2007

南
山
学
園
創
立
七
五
周
年
記
念

誌
』（
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
を
用
い
る
と
と
も
に
、
史
料
室
の
手
書
き

資
料
な
ど
を
参
照
し
た
。

(

3)
W

ilh
elm

S
ch

m
id

t,
D

er
U

rsp
ru

n
g

d
er

G
o

ttesid
ee:

ein
e

historisch-kritische
und

positive
Studie

(M
unster

in
W

estfalen:
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人
類
学
研
究
所
の
存
続
が
危
う
く
な
っ
た
た
め
、
二
〇
〇
六
年
の
終
わ
り
に
な
っ
てA

F
S

の
編
集
責
任
は
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
に

移
管
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
執
行
部
が
人
類
学
研
究
所
の
存
続
よ
り
もA

F
S

の
存
続
の
方
を
優
先
し
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、A

F
S

の
移
管
は
、
人
類
学
研
究
所
の
存
続
が
ど
れ
ほ
ど
危
機
に
瀕
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。

お
わ
り
に

こ
の
よ
う
に
、
南
山
大
学
の
歴
史
の
中
で
も
対
外
的
に
き
わ
め
て
有
名
な
人
類
学
研
究
所
の
歴
史
は
、
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
七
年
現
在
、
大
き
な
危
機
を
迎
え
て
い
る
こ
と
は
だ
れ
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

人
類
学
研
究
所
は
、
今
こ
そ
第
二
の
改
組
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
私
は
、
本
論
が
そ
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や

ま
な
い
。



A
schendorff,1929-55).

(

4)
A

nthropos:
revue

internationale
d'ethnologie

et
de

linguistique,
A

nthropos
Institut.(W

ien:St.G
abriel-M

odling
,1906-).

(

5)

ア
ン
ト
ロ
ー
ポ
ス
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。

http://w
w

w
.anthropos-journal.de/

(

6)

中
山
英
司
「
南
山
大
学
付
属
人
類
学
民
族
学
研
究
所
の
創
設
」『
民

族
学
研
究
』
第
一
四
巻
二
号
、
一
九
四
九
年
、
一
六
六
頁
。

(

7)

こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
し
た
。
南
山
学
園

創
立
七
五
周
年
記
念
誌
編
纂
委
員
会
『H

O
M

IN
IS

D
IG

N
IT

A
T

I
1932-

2007

南
山
学
園
創
立
七
五
周
年
記
念
誌
』
二
〇
〇
七
年
、
一
二
六
―
一

三
〇
頁
。

(

8)

輔
仁
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
中
国

司
教
団
で
は
な
く
、
中
国
主
教
団
と
な
っ
て
い
る
が
、
日
本
語
の
場
合
、

主
教
（episcopos;

bishop

）
は
正
教
会
や
聖
公
会
の
用
語
で
あ
る
の

で
、
こ
こ
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
用
語
と
し
て
あ
え
て
司
教
を
用
い

た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

http://w
w

w
.fju.edu.tw

/jpn/about.htm

（
二
〇
〇
八
年
一
月
二
日
ア
ク

セ
ス
）。

(

9)

中
山
英
司
は
、
第
二
次
大
戦
中
、
日
本
人
に
よ
る
南
方
進
出
の
基

礎
調
査
を
行
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
同
著
『
日
本
人
の
熱
帯
適
応
性
』

太
平
洋
協
会
編
、
六
興
商
会
出
版
部
、
一
九
四
三
年
。
中
山
が
医
学
博

士
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
中
山
英
司
「
南
山
大
学
付
属
人
類
学
民
族
学
研

究
所
の
創
設
」
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
初
期
の
大
学
生
の
夏
休
み
の
課

題
に
つ
い
て
は
以
下
に
よ
る
。
伊
藤
秋
男
「
南
山
の
考
古
学
研
究
と
私

の
半
生
」
伊
藤
秋
男
先
生
古
希
記
念
考
古
学
論
文
集
刊
行
会
編
『
伊
藤

秋
男
先
生
古
希
記
念
考
古
学
論
文
集
』、
二
〇
〇
七
八
月
、
三
頁
。

(

10)

「
南
山
大
学
人
類
学
研
究
所
紀
要
発
刊
の
辞
」『
人
類
学
研
究
所
紀

要
』
第
一
号
（
創
刊
号
）、
一
九
七
二
年
、
参
照
。

(

11)

同
書
、
一
二
八
頁
。

(

12)

当
初
、
所
長
と
所
長
事
務
取
扱
の
区
別
は
明
確
で
は
な
か
っ
た
が
、

一
九
七
〇
年
代
の
改
組
の
時
期
ま
で
に
は
、
研
究
所
専
任
の
研
究
所
責

任
者
が
所
長
と
呼
ば
れ
、
学
部
専
任
教
員
が
研
究
所
責
任
者
を
兼
務
す

る
場
合
を
所
長
事
務
取
扱
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

二
〇
〇
〇
年
の
全
学
的
な
改
組
の
時
期
に
は
こ
の
区
別
が
な
く
な
り
、

後
者
を
も
便
宜
上
、
所
長
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

(

13)

『
五
十
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
人
類
学
科
教
員
と
の
不
協
和
音
が
一

九
五
二
年
の
学
科
設
立
当
初
か
ら
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
実
際
に
は
人
類
学
科
教
員
と
研
究
所
員
の
区
別
が
な
い
の
で
、
そ

の
可
能
性
は
考
え
ら
れ
な
い
。
私
も
当
初
、
こ
の
説
に
依
拠
し
て
い
た

が
、
他
の
資
料
に
基
づ
い
て
そ
の
記
述
を
改
め
る
こ
と
に
し
た
。
一
九

五
九
年
九
月
の
増
設
申
請
書
で
は
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ギ
ー
ト
、
小
林
知
生
、

浅
井
恵
倫
、
ア
ン
ト
ン
・
レ
ン
メ
ル
ヒ
ル
ト
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
グ
シ
ン

デ
、
沼
澤
喜
市
、
吉
田
章
一
郎
、
山
田
隆
治
、
西
脇
博
の
名
が
挙
が
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
わ
か
る
こ
と
は
、
当
初
、
人
類
学
科
教
員
六
名
中
五

名
が
神
言
会
士
で
あ
っ
た
が
、
増
設
後
は
、
九
名
中
四
名
に
ま
で
神
言

会
士
の
比
率
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

(

14)

文
化
人
類
学
会
Ｈ
Ｐ
の
資
料
に
基
づ
く
。

(

15)

ま
た
、
以
下
の
よ
う
に
、
そ
の
間
、
予
算
停
止
期
間
が
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
大
学
の
公
文
書
で
は
必
ず
し
も
確
認
で
き
な
い
。

ク
ネ
ヒ
ト
「
人
類
学
研
究
所
」『
南
山
大
学
五
十
年
史
』（
南
山
大
学
、

四
一
五
ペ
ー
ジ
）
で
は
人
類
学
研
究
所
改
組
準
備
委
員
会
の
設
置
が
一

九
七
三
年
春
と
な
っ
て
い
る
が
、『
南
山
大
学
広
報
』
に
よ
れ
ば
一
九

七
四
年
四
月
一
日
と
な
っ
て
い
る
。
ク
ネ
ヒ
ト
は
同
じ
く
人
類
学
研
究

所
の
予
算
停
止
に
言
及
し
て
い
る
が
、
伊
藤
秋
男
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は

一
九
七
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
伊
藤
秋
男
、
前
掲
論
文
、
一
一
頁
。

(

16)

人
類
学
の
大
学
院
生
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
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で
き
た
。

(
17)

『
ア
カ
デ
ミ
ア
』
人
文
・
社
会
科
学
編
六
七
号
〈
倉
田
勇
教
授
・

山
田
隆
治
教
授
退
職
記
念
号
〉（
南
山
大
学
、
一
九
九
八
年
三
月
）
の

記
述
で
は
、
山
田
教
授
は
、
一
九
七
九
年
か
ら
人
類
学
研
究
所
所
長
事

務
取
扱
を
併
任
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
当
初
、
前
任
者
の
小
林

知
生
教
授
の
任
期
を
調
べ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
基
に
調
べ
た
り

し
た
と
き
に
は
一
九
七
八
〜
七
九
年
は
所
長
が
不
在
で
な
か
っ
た
か
と

思
わ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
改
め
て
『
南
山
大
学
広
報
』
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
山
田
教
授
が
事
務
取
扱
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
空
白

期
間
が
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

(

18)

白
鳥
芳
郎
教
授
と
人
類
学
研
究
所
の
縁
に
よ
り
「
上
智
大
学
西
北

タ
イ
歴
史
・
文
化
調
査
団
」
が
一
九
六
七
年
に
収
集
し
た
資
料
が
上
智

大
学
か
ら
人
類
学
博
物
館
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
重
松
和
男
「
上
智
大
学

か
ら
の
移
管
の
経
緯
と
史
料
内
容
」『
人
類
学
博
物
館
紀
要
』
二
二
号
、

二
〇
〇
四
年
、
参
照
。

(

19)

第
七
期
に
関
し
て
は
、『
人
類
学
研
究
所
通
信
』
に
一
部
記
載
漏
れ

が
あ
り
、
大
学
の
業
績
一
覧
に
よ
っ
て
補
っ
た
。

(

20)

研
究
会
の
構
成
や
回
数
に
関
し
て
は
、
自
費
出
版
さ
れ
て
い
た
第

一
期
か
ら
第
五
期
ま
で
は
叢
書
そ
の
も
の
に
く
わ
し
い
記
述
が
見
出
さ

れ
る
。
叢
書
が
一
般
書
と
し
て
市
販
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
第
六
期
以

降
に
関
し
て
は
、
叢
書
そ
の
も
の
に
こ
れ
ら
の
記
述
は
ほ
と
ん
ど
ま
っ

た
く
見
出
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
、『
人
類
学
研
究
所
通
信
』
に
よ
っ
て

そ
の
内
容
を
補
完
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

(

21)

「
第
五
期
研
究
計
画
」『
人
類
学
研
究
所
通
信
』
第
一
号
、
四
ペ
ー

ジ
、
参
照
。
事
実
上
、
こ
の
間
、
杉
本
第
一
種
研
究
所
員
が
学
位
論
文

を
執
筆
し
て
い
て
多
忙
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
第
五
期
に
関
し
て
は
、
研
究
担
当
者
の
う
ち
一

二
名
中
一
〇
名
が
外
部
の
研
究
者
で
あ
っ
た
た
め
、
予
算
的
な
制
約
も

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(

22)

た
だ
し
、
第
八
期
に
関
し
て
、
二
〇
〇
五
年
に
は
「
第
八
期
長
期

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
予
備
研
究
会
」
と
し
て
二
回
の
研
究
会
が
開
催
さ

れ
、
五
件
の
発
表
が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
指
摘
で
き
る
。

(

23)

宮
沢
所
員
に
説
明
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
当
時
の
ク
ネ
ヒ
ト
所
長
か

ら
は
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
予
算
が
付
い
て
い
な
い
と
言
わ
れ
た
た

め
、
外
部
資
金
を
求
め
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
、
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
費
用
は
、
外
部
の
研
究
者
の
場
合
、
謝
金
と
交
通
費
、
滞

在
費
と
い
っ
た
名
目
で
支
払
わ
れ
る
わ
け
で
、
特
別
に
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
費
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
資
金
の

用
途
は
、
東
海
学
術
振
興
財
団
の
資
金
は
各
研
究
担
当
者
の
個
人
研
究

費
に
充
て
ら
れ
、
経
営
研
究
セ
ン
タ
ー
の
資
金
は
関
連
図
書
の
購
入
費

に
充
て
ら
れ
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

(

24)

二
〇
〇
五
年
四
月
一
六
日
付
「
二
〇
〇
四
年
度
予
算
執
行
率
六

〇
％
未
満
理
由
書
」
に
よ
る
。

(

25)

第
八
期
に
関
し
て
は
、
私
は
、
研
究
所
員
か
ら
す
で
に
事
実
上
す

べ
て
研
究
会
を
終
え
た
と
の
説
明
を
受
け
て
い
る
の
で
、
二
〇
〇
五
年

度
の
準
備
研
究
会
と
二
〇
〇
六
年
度
の
研
究
会
の
発
表
原
稿
一
〇
点
を

中
心
に
出
版
の
準
備
が
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(

26)
http://w

ebcat.nii.ac.jp/

二
〇
〇
八
年
二
月
六
日
ア
ク
セ
ス
。

90

人類学研究所の歴史と評価



91



92

人類学研究所の歴史と評価

 



93



94

人類学研究所の歴史と評価

 



95

 



96

人類学研究所の歴史と評価

 



97



98

人類学研究所の歴史と評価



99

The History and Evaluation of 

Nanzan Anthropological Institute

WATANABE Manabu

Abstract

This paper explores the history and performs an evaluation of the Nanzan

Anthropological Institute. It shows that its plan predated even the foundation of

Nanzan University itself. The world-famous anthropologist Wilhelm Schmidt was

a member of Divine Word Missionaries and the founder of Anthropos Institute in

Europe. In 1935 he urged the members of the society to build a branch institute in

Japan.

The Nanzan Anthropological Institute was called the Nanzan Institute for

Anthropology and Ethnology when it was founded in September 1949, a half year

later than the foundation of Nanzan University, and it was renamed as the Nanzan

Anthropological Institute in 1954. It was a comprehensive institute including

natural anthropology, cultural anthropology (ethnology), archeology, and

linguistics.

The Institute was reformed in 1979 into the institute of cultural anthropology,

especially that of Asia. It has a long history of pursuing several three-year research

projects. In the last ten years, however, it has reached an impasse.

The author concludes that the Nanzan Anthropological Institute should be

radically reformed again in the near future.




